
▲津谷市長に受賞を報告する鷹巣中学校教諭
田中一也さん

北秋田市で初めての受賞 ●田中一也さんが文部科学大臣優秀教員表彰受賞

●「雪中稲刈り・作占い」

▲関係者が見守る中、堀内青年部長が丁寧に
稲刈り

今年は残念ながら「やや不良」 

▲白津山正法院で実施された地域住民による
初期防火訓練

地域の貴重な文化財を守ろう ●平成24年文化財防火デー想定訓練

▲手作りの餅などを買い求める人たち

手作りの餅や特産品を求め大勢の人 ●第18回鷹巣もちっこ市

●第13回大館能代空港かまくらんど

▲高さ約10メートル、長さ約30メートルの
巨大そりコースを楽しむ家族連れ

雪とふれあうイベントを楽しむ

▲元気に鬼退治など豆まき会を楽しむ米内沢
保育園の園児

「豆まき会」で元気に鬼退治 ●保育園などで節分行事
　
文
化
財
防
火
デ
ー
想
定
訓
練
が
１
月
22
日
、

市
内
各
地
区
で
行
わ
れ
、
地
区
住
民
や
消
防

機
関
な
ど
が
参
加
し
、
文
化
財
愛
護
思
想
と

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月
26

日
に
、
国
宝
・
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
貴

重
な
文
化
財
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

昭
和
30
年
に
定
め
ら
れ
、
毎
年
こ
の
日
を
中

心
に
全
国
各
地
で
防
火
訓
練
な
ど
の
文
化
財

防
火
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
で
は
こ
の
日
、
摩
当
地
区
（
八

幡
神
社
）、
鎌
沢
地
区
（
白
津
山
正
法
院
）、

米
内
沢
地
区（
米
内
沢
神
社
）、阿
仁
地
区（
善

勝
寺
）
の
旧
４
町
ご
と
に
訓
練
が
行
わ
れ
、

こ
の
う
ち
鎌
沢
地
区
で
の
訓
練
に
は
鎌
沢
自

治
会
、
市
消
防
本
部
、
市
消
防
団
合
川
第
４

分
団
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
鷹
巣
中
学
校
教
諭
の
田
中
一
也
さ
ん（
37
）

が
１
月
31
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長

に
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰
の
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
鷹
巣
中
学
校
で
陸
上
部
の

監
督
を
努
め
、
今
年
度
は
全
県
中
学
校
駅
伝

大
会
で
同
校
を
男
女
と
も
優
勝
に
導
き
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
の
部
活

動
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
へ
の
指
導
が
評
価

さ
れ
、
北
秋
田
市
で
初
め
て
の
優
秀
教
員
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
出
会
い
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
繋

が
っ
て
、
今
の
自
分
、
今
の
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
、
ま
た
精
一
杯
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と
受
賞
の
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
「
雪
中
田

植
え
」
の
稲
刈
り
が
２
月
１
日
、
綴
子
地
内

の
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ
れ
、
今
年
の
稲
作

の
豊
凶
を
占
い
ま
し
た
。

　
占
い
は
、
刈
り
取
っ
た
稲
の
倒
れ
方
や
実

の
入
り
方
な
ど
で
今
年
の
作
柄
を
占
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
長
の
堀
内
英
俊
さ
ん

（
39
）が
、
農
業
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
稲

の
束
を
一
株
ご
と
慎
重
に
刈
り
取
り
、Ｊ
Ａ

鷹
巣
町
稲
作
部
会
長
で
青
年
部
Ｏ
Ｂ
で
も
あ

る
篤
農
家
の
畠
山
喜
久
雄
さ
ん（
59
）に
よ
っ

て
見
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
畠
山
さ
ん
は
「
雪
の
中
に
入
っ
て
い
る
時

間
が
長
い
と
も
っ
と
曲
が
る
が
、
２
日
、
３

日
前
の
雪
で
、
雪
の
量
は
た
く
さ
ん
だ
が
今

年
は
ま
だ
雪
の
重
み
が
足
り
な
い
状
況
。
残

念
な
が
ら
や
や
不
良
」
と
占
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
市
内
の
各
保
育
園
、
幼
稚
園
、

神
社
で
も
恒
例
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
が
鬼
退
治
を
し
て

災
厄
を
払
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
伝

統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
米
内
沢
保
育
園
で
も
、
恒
例
の
「
豆
ま
き

の
会
」
が
行
わ
れ
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
園

児
た
ち
が
豆
ま
き
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
紙
芝
居
を
熱
心
に
聴
い
て
い
る
と
先
生
た

ち
が
ふ
ん
し
た
3
匹
の
鬼
が
現
れ
、
園
児
た

ち
は
新
聞
紙
で
つ
く
っ
た
豆
を
投
げ
つ
け
鬼

退
治
。
園
内
は
鬼
を
追
い
か
け
た
り
、
追
い

か
け
ら
れ
た
り
す
る
園
児
で
大
騒
動
。
最
後

に
鬼
が
退
散
し
、
先
生
が
「
み
な
さ
ん
が
退

治
し
た
の
は『
意
地
悪
鬼
』『
泣
き
虫
鬼
』『
好

き
嫌
い
鬼
』、
心
の
中
の
鬼
を
追
い
出
し
ま

し
ょ
う
」
と
園
児
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
第
18
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
が
２
月
11
・
12

日
、
綴
子
・
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
の
特
設
テ

ン
ト
を
会
場
に
行
わ
れ
、
手
作
り
の
餅
や
各

種
特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
大
勢
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
も
ち
っ
こ
市
は
北
秋
田
市
鷹
巣
物
産
協
会

（
村
井
松
悦
会
長
）が
、
米
の
消
費
拡
大
と
観

光
客
が
遠
の
く
冬
季
間
の
誘
客
を
図
ろ
う
と

開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
18
回
目
。
新

し
い
小
正
月
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
お
し
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
約
20
の
お
店
が
枝
餅
や
干
し

餅
、
切
餅
、
お
焼
き
、
バ
タ
ー
餅
と
い
っ
た

手
づ
く
り
の
餅
か
ら
白
菜
漬
け
や
高
菜
漬
け

な
ど
の
漬
物
類
、
肉
の
煮
込
み
な
ど
地
元
の

特
産
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
大

勢
の
人
た
ち
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　
第
13
回
大
館
能
代
空
港
か
ま
く
ら
ん
ど
が

２
月
12
日
、
同
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
そ

の
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
館
能
代
空
港
内

事
業
所
の
働
く
人
た
ち
で
組
織
す
る
、
大
館

能
代
空
港
「
か
ま
く
ら
を
作
る
会
」
の
主
催
。

空
港
内
の
排
雪
を
利
用
し
て
、
か
ま
く
ら
や

雪
像
、
巨
大
そ
り
コ
ー
ス
な
ど
を
作
り
、
空

港
利
用
者
や
地
域
住
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
臨
時
駐
車
場
に
は
、
高
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
約
30
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
そ
り
コ
ー
ス
が

造
成
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー

ブ
で
滑
っ
た
り
、
親
子
で
そ
り
に
乗
っ
て
滑

る
な
ど
、
雪
国
な
ら
で
は
の
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
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